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常任委員会審査レポート ～各委員会に付託された議案・陳情～

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
11
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
と
陳
情
３
件
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
案
３
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
総
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
と
し
ま
し
た
。

　

陳
情
３
件
に
つ
い
て
は
、
第
６
号
は
賛
成
者
が
な
く
不
採
択
、
第
７
号
及
び
第
11
号
は
賛
成
少
数

に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

さ
せ
る
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

答　

一
般
行
政
職
で
言
う
と
、
副
課
長
か
ら
管
理

職
に
な
る
が
、
こ
の
管
理
職
の
職
を
解
か
れ
て
、

い
わ
ゆ
る
班
長
と
同
じ
よ
う
な
職
に
な
る
。

●
議
案
第
６
号　

大
網
白
里
市
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

概
要　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
よ

る
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
よ
り
、
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
は
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
個
人
情
報
保
護
制
度
が
同
法
律

に
一
元
化
さ
れ
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
市
個
人
保
護
条
例
を
廃
止
し
、
新
た

に
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

●
陳
情
第
６
号　

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の
報

酬
月
額
３
割
削
減
を
求
め
る
陳
情

◦
市
長
、
副
市
長
が
自
ら
、
そ
の
身
を
切
る
と
決

断
す
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
同
じ
特
別

職
で
あ
る
我
々
議
会
か
ら
陳
情
内
容
を
訴
え

て
い
く
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と
考
え
る
。

●
陳
情
第
７
号　

小
湊
鐵
道
バ
ス
利
用
者
の
負
担

軽
減
に
向
け
た
市
の
補
助
金
負
担
を
求
め
る
陳
情

◦
本
市
は
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
事
業
者
に

補
助
金
交
付
し
て
い
る
。
企
業
努
力
を
し
て

も
運
賃
値
下
げ
に
は
繋
が
ら
な
い
と
思
う
が
、

路
線
バ
ス
が
な
く
な
る
こ
と
は
一
番
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
趣
旨
は
わ
か
る

が
難
し
い
問
題
だ
と
思
う
。

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
１
件
と
、
陳
情
２
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
１
件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
総
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
と
し
ま
し
た
。

陳
情
２
件
に
つ
い
て
は
、
第
８
号
は
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
、
第
10
号
は
賛
成
者
が
な
く
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

う
が
、
一
番
大
事
な
成
長
過
程
で
エ
チ
ケ
ッ
ト

に
対
し
て
の
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
に

も
養
護
教
諭
が
関
わ
る
こ
と
や
、
衛
生
面
な
ど

を
含
め
て
以
前
の
よ
う
に
保
健
室
で
の
対
応
が

い
い
と
考
え
る
。

●
陳
情
第
10
号　

大
網
白
里
市
は
、
イ
ン
タ
ネ
ッ

ト
廃
止
し
、
遅
れ
て
し
ま
っ
た
市
政
、
初
心
者
の

た
め
、
ス
マ
ホ
パ
ソ
コ
ン
、
時
代
遅
れ
に
な
ら
な

い
た
め
、
講
習
会
を
、
高
齢
者
に
何
回
も
、
無
料

で
、
船
橋
市
は
、
職
員
が
、
公
民
館
で
講
習
会
に

関
す
る
陳
情

◦
本
市
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
廃
止
し
て
い
な
い

し
、
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
も
や
っ
て
い
る

の
で
願
意
は
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
議
案
第
２
号　

令
和
４
年
度
大
網
白
里
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

概
要　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
４
回
目
）、
物
価
高
騰
対
応
及
び
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
促
進
費
に
係
る
補
正
予
算
な
ど

（
約
２
億
８
，
８
９
２
万
円
の
増
額
）

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
、
10
月
ま

で
の
受
入
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

10
月
末
現
在
で
３
億
１
，
７
４
１
万
５
千
円

で
あ
る
。

問　

公
共
施
設
等
へ
の
電
気
ガ
ス
料
金
の
高
騰
対

策
に
つ
い
て
、
対
象
施
設
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。

答　

本
庁
舎
、
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民

館
、
分
庁
舎
、
白
里
公
民
館
、
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
大
網
白
里
ア
リ
ー
ナ
、
各
小
・
中
学
校

10
校
、
市
立
幼
稚
園
４
園
、
市
立
保
育
所
２
か
所
、

市
営
駐
輪
場
、
防
犯
灯
、
防
災
行
政
無
線
、
津
波

避
難
誘
導
灯
な
ど
の
施
設
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
４
号　

大
網
白
里
市
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

概
要　

国
家
公
務
員
の
定
員
が
段
階
的
に
60
歳
か

ら
65
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

市
に
お
い
て
も
国
家
公
務
員
同
様
に
定
年
を
引
き

上
げ
る
ほ
か
、
こ
れ
に
伴
う
諸
制
度
を
整
備
す
る

た
め
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
等
を
行

う
も
の

問　

60
歳
に
達
し
た
管
理
職
に
つ
い
て
、
降
任
等

●
議
案
第
７
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

概
要　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
期
間
が
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
社
会
福
祉
法
人
大
網
白
里

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
す
る
に
当
た
り
、
議

決
を
求
め
る
も
の

問　

指
定
管
理
は
、
基
準
点
は
何
点
か
。
ま
た
何

点
取
れ
た
の
か
。
他
に
応
募
者
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

指
定
管
理
候
補
者
の
選
定
委
員
会
を
開
催
し

て
、
施
設
の
運
営
体
制
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を

行
っ
た
。
点
数
は
審
査
員
６
名
で
、
合
計
６
０
０

点
、
そ
の
う
ち
60
％
に
当
た
る
３
６
０
点
を
基
準

点
と
し
て
定
め
た
。
今
回
の
候
補
者
は
、
３
９
４

点
と
な
り
、
基
準
点
数
を
超
え
た
た
め
選
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
問
合
せ
等
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
以
外
か
ら
は
一
切
な
か
っ
た
。

●
陳
情
第
８
号　

市
内
小
中
学
校
女
子
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
の
配
置
と
予
算
化
を
求
め
る
陳
情

◦
生
理
用
品
が
当
た
り
前
に
置
い
て
あ
る
状
況
は

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
い
い
こ
と
だ
と
は
思

●
陳
情
第
11
号　

陳
情
を
審
査
せ
ず
に
不
採
択
に

す
る
の
は
、
や
め
て
も
ら
う
た
め
の
陳
情

◦
前
回
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
こ
れ
ま
で
総
務
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
中
で
、
反
対
す
る
理
由

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
た
と
思
う
。
こ
の

よ
う
な
経
過
を
踏
ま
え
た
中
で
、
同
様
の
趣
旨

で
提
出
さ
れ
た
陳
情
で
あ
っ
て
、
同
じ
反
対
意

見
を
繰
り
返
し
述
べ
る
必
要
は
あ
る
と
い
う
ふ

委
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長　
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●
議
案
第
３
号　

令
和
４
年
度
大
網
白
里
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

概
要　

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
光
熱
水
費
の
不

足
を
補
う
補
正
予
算
（
２
，６
３
７
万
円
の
増
額
）

問　

世
界
情
勢
は
重
々
わ
か
る
が
、
本
庁
舎
は
電

力
会
社
を
別
の
と
こ
ろ
に
変
え
て
い
る
と
思
う
。

下
水
道
の
ポ
ン
プ
場
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答　

下
水
道
施
設
は
、
通
常
の
施
設
と
は
電
力
の

使
い
方
が
異
な
り
、
24
時
間
３
６
５
日
ず
っ
と
電

気
を
使
用
す
る
。
本
庁
舎
な
ど
、
昼
は
電
気
を
使

う
が
、
夜
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
よ
う
な
建
物
と

は
異
な
り
、
常
に
電
気
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
新
電
力
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
う
し
た
中
で
平
成
27
年
、
28
年
に
契
約
を

し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
会
社
は
破
産

宣
告
し
た
こ
と
も
あ
り
東
京
電
力
に
戻
し
た
経

緯
が
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
電
気
料
金
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
下
水
道
施
設
の
よ
う
に
連
続

し
て
稼
働
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
新
電
力
で

契
約
し
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

●
議
案
第
５
号　

大
網
白
里
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

概
要　

令
和
４
年
７
月
に
大
網
駅
東
土
地
区
画
整

理
事
業
の
換
地
処
分
が
完
了
し
、
本
地
区
の
町
名

を
「
東
駒
込
」
に
変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

●
議
案
第
８
号　

市
道
の
認
定
に
つ
い
て

概
要　

民
間
の
宅
地
開
発
事
業
の
完
了
に
伴
い
市

に
帰
属
さ
れ
た
新
設
道
路
１
路
線
に
つ
い
て
、
適

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
と
、
陳
情
１
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
３
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
総
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
と
し
ま
し
た
。

　

陳
情
１
件
に
つ
い
て
も
、
賛
成
総
員
に
よ
り
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

正
な
管
理
を
す
る
た
め
、
新
た
に
市
道
の
認
定
を

行
う
も
の

問　

市
道
認
定
の
基
準
は
。

答　

認
定
要
件
と
し
て
は
、
原
則
と
し
て
自
動
車

が
通
行
可
能
で
あ
る
こ
と
、
起
終
点
が
そ
れ
ぞ
れ

市
道
等
に
連
絡
す
る
道
路
で
行
き
止
ま
り
で
な
い

こ
と
な
ど
、
そ
の
他
に
も
要
件
は
あ
る
が
、
主
な

要
件
と
し
て
は
そ
の
２
点
で
あ
る
。

●
陳
情
第
９
号　
「
金
谷
川
改
修
工
事
」
に
関
す

る
陳
情

◦
少
し
雨
が
降
る
だ
け
で
も
心
配
に
な
っ
て
ど
う

し
よ
う
も
な
い
と
の
住
民
の
声
も
聴
く
中
で
、

１
日
も
早
く
工
事
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸

命
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と

思
う
。
と
の
意
見
か
ら
、
工
事
の
早
期
完
成
を

求
め
る
決
議
案
が
議
員
発
議
に
よ
り
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

う
に
は
思
っ
て
い
な
い
し
、
毎
回
の
陳
情
に
対

し
て
真
摯
に
審
査
に
臨
ん
で
い
る
。

委
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あ
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あ
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こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た


